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●平成16年度康楽賞贈与式

1月21日(金)

長井記念ホール

問い合わせ先:  

(教員の部)総務部秘書課 088-656-7009

E-mail: hisoumuk@jim.tokushima-u.ac.jp

(学生の部)学務部学生課 088-656-7080

E-mail: gakusoumuc@jim.tokushima-u.ac.jp

●第33回徳島大学駅伝大会

(第5回学長杯争奪駅伝大会)

1月22日(土)

徳島中央公園

問い合わせ先: 学務部学生課 088-656-7287

E-mail: gksenmn4@jim.tokushima-u.ac.jp

●徳島大学地域貢献シンポジウム

2月13日(日)

工学部創成学習スタジオ

問い合わせ先: 総務部企画・評価課 088-656-9752

E-mail: khkoukenc@jim.tokushima-u.ac.jp

●平成16年度徳島大学卒業式・修了式

3月25日(金)

アスティとくしま

問い合わせ先:  総務部秘書課 088-656-7009

E-mail: hisoumuk@jim.tokushima-u.ac.jp

●徳島大学医療技術短期大学部閉学記念式典

3月30日(水)(予定)

長井記念ホール(予定)

問い合わせ先:

医学・歯学・薬学部等総務課第一総務係(保健学科)

088-633-7009

E-mail: isysoumu4k@jim.tokushima-u.ac.jp
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■ 

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
４
開
催

　
徳
島
大
学
工
学
部
・
工
学
研
究
科
で
は
、

本
年
で
４
回
目
と
な
る「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
４
」
を
９
月
１７

日
（
金
）に
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
と

の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、工
学
部
・
大
学

院
工
学
研
究
科
に
お
け
る
研
究
成
果
を

広
く
地
域
の
人
々
に
公
開
し
、地
域
に
お

け
る
科
学
技
術
の
振
興
の
一
助
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
と
と
も
に
、本
学
部
・

本
研
究
科
の
研
究
活
動
の
情
報
公
開
や

研
究
内
容
の
説
明
責
任
、企
業
の
方
か
ら

の
共
同
研
究
の
シ
ー
ズ
の
提
案
な
ど
も
視

野
に
入
れ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
出
展
内

容
は
、「
工
学
部
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
」
、

「
工
学
部
・
大
学
院
工
学
研
究
科
の
研
究

成
果
」
等
３０
件
の
研
究
成
果
の
ポ
ス
タ
ー

展
示
並
び
に
担
当
教
員
に
よ
る
説
明
を

行
い
、１
日
間
で
約
３
５
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
企
業
の
方
か
ら
は
、「
丁
寧

な
説
明
で
、最
新
の
研
究
を
知
る
こ
と
が

で
き
、共
同
研
究
を
行
う
き
っ
か
け
を
つ
か

め
た
。
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■ 

徳
島
大
学

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
開
催

　
徳
島
大
学
は
、９
月
１８
日
、美
馬
郡
脇

町
に
お
い
て「
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
徳
島
大
学
と
県
や
市
町
村
会
な
ど
で

組
織
す
る
徳
島
地
域
連
携
協
議
会
が
主

催
で
、社
会
貢
献
を
目
標
の
ひ
と
つ
と
す

る
徳
島
大
学
が
、地
域
と
の
交
流
を
深
め

る
場
と
し
て
初
め
て
企
画
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、約
６０
人
が
参
加
し
、最
初
に
、

青
野
学
長
の
挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
佐
藤

脇
町
長
か
ら
同
町
の
歴
史
、観
光
政
策
に

つ
い
て
、ま
た
山
中
教
授（
工
学
部
）か
ら

「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
デ
ザ
イ
ン
」
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
井
地
域
連
携
推
進
室
長（
教

授
・
総
合
科
学
部
）の
司
会
に
よ
り
町
長
、

山
中
教
授
、脇
町
推
進
員
会
会
長
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
連
絡
会
副
会
長
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、地

域
の
活
性
化
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
、

大
学
に
対
す
る
協
力
依
頼
も
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、会
場
か
ら
の
質
問
等
を
受

け
付
け
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

■ 

保
護
者
代
表
と

学
長
と
の
懇
談
会
開
催

　
徳
島
大
学
で
は
、
１０
月
１
日
、常
三
島

キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
講
義
棟
大
会
議
室
で「
保

護
者
代
表
と
学
長
と
の
懇
談
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
懇
談
会
は
今
回
で
６
回
目
と
な
る

も
の
で
、学
部
生
、大
学
院
生
の
保
護
者

１４
人
と
青
野
学
長
、川
上
、黒
田
両
副
学

長
、中
村
事
務
局
長
及
び
各
学
部
長
等
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
青
野
学
長
か
ら
徳
島
大
学
に
お
け
る

法
人
化
後
の
組
織
、予
算
、基
本
構
想
・
基

本
計
画
、就
職
率
、国
家
試
験
合
格
率
等

の
現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、事
前

に
寄
せ
ら
れ
た
保
護
者
か
ら
の
意
見
・
要

望
に
対
し
、学
長
、各
学
部
長
等
か
ら
詳

細
な
回
答
・
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
護
者
か
ら
は
、法
人
化
後
の
予
算
確

保
、就
職
支
援
体
制
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
状
況
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
、要
望

が
出
さ
れ
、有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま

し
た
。

■ 
第
５２
回
徳
島
大
学
祭

開
催

　
徳
島
大
学
で
は
、
１０
月
３０
日（
土
）か
ら

１１
月
１
日
（
月
）ま
で
の
３
日
間
の
日
程

で
第
５２
回
徳
島
大
学
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
大
学
祭
テ
ー
マ「
前
へ
前
へ 

〜

ｔ
ｏ 

ｔ
ｈ
ｅ 

ｉ
ｎ
ｆ
ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
〜
」に
は
、

時
に
は
理
想
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩

み
、苦
し
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、自
分
た

ち
が
持
つ
無
限
大
＝
Ｉ
ｎ
ｆ
ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
の

可
能
性
を
信
じ
る
こ
と
で
、一
歩
一
歩
前
進

し
、乗
り
越
え
ら
れ
る
と
い
う
強
い
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
初
日
と
２
日
目
が
あ
い
に
く
雨
天
の
た

め
、一
部
の
企
画
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

３
日
目
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、予
定
ど
お
り

に
実
施
で
き
ま
し
た
。

　
主
な
企
画
の
入
場
者
数
は
、常
三
島
祭

の「
下
川
み
く
に
ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク
」に
１

０
０
人
、「
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
知
事
座
談

会
」
に
１
５
０
人
、「
１０
│
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
ス
ペ

シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
」
に
３
０
０
人
、蔵
本
祭
の

「
ジ
ャ
パ
ハ
リ
ネ
ッ
ト
」
に
９
０
０
人
、「
大

塚
Ｆ
Ｃ
と
遊
ぼ
う
」
に
１
０
０
人
、「
ヨ
シ

モ
ト
が
来
る
」
に
１
０
０
０
人
、「
Ｍ
ｒ
＆

Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
蔵
本
」
に
３
０
０
人
、「
医
療
展
」

に
５
５
０
人
、大
学
開
放
実
践
セ
ン
タ
ー

企
画
に
１
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
、実
行

委
員
・
学
生
及
び
教
職
員
の
頑
張
り
で
、

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
入
場
者
も
多
く
、

成
功
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

■ 

大
鵬
薬
品
工
業

株
式
会
社
と
の
包
括
的

研
究
連
携
協
定
締
結

　
徳
島
大
学
は
、
１１
月
１７
日
、大
鵬
薬
品

工
業
株
式
会
社
と
の
間
で
、癌
関
連
分
野

を
中
核
と
し
て
、学
術
研
究
の
振
興
、世

界
的
な
癌
研
究
開
発
拠
点
の
構
築
並
び

に
社
会
貢
献
を
目
的
と
し
た
包
括
的
研

究
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
本
協
定
で
は
、①
双
方
が
提
案
し
た
課

題
の
研
究
開
発
、②
最
先
端
技
術
の
情
報

交
換
会
及
び
研
究
会
の
開
催
、③
研
究
者

の
交
流
、
④
先
端
技
術
の
高
度
化
推
進
、

⑤
研
究
設
備
の
相
互
利
用
、⑥
癌
研
究
等

の
先
端
教
育
の
実
施
等
を
項
目
に
掲
げ
、

今
後
は
、協
議
会
方
式
に
よ
っ
て
こ
れ
ら

の
事
業
等
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
協
定
調
印
式
で
は
、青
野
学
長
、小
林

大
鵬
薬
品
工
業
株
式
会
社
会
長
が
そ
れ

ぞ
れ
協
定
書
に
署
名
し
、握
手
を
か
わ
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、調
印
式
後
行
わ
れ
た
合
同
記
者

発
表
で
は
、青
野
学
長
、小
林
会
長
か
ら

協
定
締
結
に
至
っ
た
経
緯
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、報
道
関
係
者
か
ら
も
活
発
な

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

■ 

学
長
と
大
学
院
生
と
の

懇
談
会

　
平
成
１６
年
１１
月
２２
日
、事
務
局
第
一
会

議
室
で「
学
長
と
大
学
院
生
と
の
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
懇
談
会
は
今
回

で
４
回
目
と
な
る
も
の
で
、各
研
究
科
・
教

育
部
か
ら
の
院
生
代
表
１６
人
と
青
野
学
長
、

川
上
、渋
谷
両
副
学
長
、中
村
事
務
局
長
、

各
研
究
科
長
、教
育
部
長
等
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
院
生
か
ら
予
め
寄
せ
ら
れ
た
大
学
院

教
育
、進
路
・
就
職
活
動
、大
学
の
施
設
・

設
備
に
関
す
る
意
見
・
要
望
に
対
し
、学

長
や
各
研
究
科
長
、教
育
部
長
等
か
ら
詳

細
に
回
答
・
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
講
義
を
能
率
的
・
効
率
的
に
行
う

た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
必
要
性
、蔵
本
地

区
の
施
設
・
設
備
の
改
善
、就
職
サ
ポ
ー

ト
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
、要
望
が
あ

り
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。


